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１．はじめに 

 東北地方整備局湯沢河川国道事務所で管理する湯沢横手

道路では、平成２６年１月の大雪による視界不良で延べ約

４０時間にわたって全面通行止めとなったことを受け、冬

期間における吹雪による視程障害対策を目的として、湯沢

ＩＣから雄勝こまちＩＣ間の１３．９ｋｍの上下線に自発

光LED式視線誘導灯（６８４台）を設置している（図１）。 

 平成２７年度冬期より、視線誘導灯の本運用が開始され

たものの、道路利用者からの昼間及び夜間ともに「眩し

い」との意見が多数寄せられた（図２・３）。 

苦情を受け、昼夜及び夜間とも最低レベルの調光６５％

での運用に見直した後も苦情が継続し、実運用に弊害が生

じていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本報告では、道路利用者からの視線誘導灯に対する苦

情に対応するため実施した視線誘導灯の改良について報告

するものである。 

 

２．視線誘導灯の概要について 

 湯沢横手道路の視線誘導灯は、湯沢ＩＣから雄勝こまち

ＩＣ間に、スノーポール状の視線誘導灯（表１）を約３０

ｍ間隔で設置している。 

視線誘導灯の制御は７つのエリアに分割し、各エリア

毎の機側操作盤を湯沢河川国道事務所から遠隔で点灯や消

灯の制御を実施している（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１ 東北地方整備局 湯沢河川国道事務所 防災課 課長 

＊２ 東北地方整備局 湯沢河川国道事務所 防災課 防災情報係長 

図２．運用当初に寄せられた苦情内容（代表例） 

図３．夜間点灯時のグレア発生の状況 

図１．湯沢横手道路の位置 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．視線誘導灯の設置状況と制御エリア 

表１．視線誘導灯の機能及び仕様 

下り線 49台

上り線 48台

計 97台

誘導灯設置台数

下り線 44台

上り線 45台

計 89台

誘導灯設置台数

下り線 64台

上り線 64台
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誘導灯設置台数
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上り線 62台

計 124台

誘導灯設置台数
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計 96台
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計 111台
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計 101台
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３．視線誘導灯の改良について 

 当時の視線誘導灯の調光可能な最低レベルの６５％で運

用後も道路利用者からの眩しいとの苦情の連絡が相次いだ

ことから、円滑に視線誘導灯を運用するために、眩しくな

い調光レベルに下げる必要が生じた。この問題を解決する

ため、設備の改良案の検討を行った。 

視線誘導灯設備の改良を行うにあたっては、表２の２案

を比較検討し、運用方法、コスト面等を考慮して改良案２

に決定した。 

調光レベルについては、図５の調光特性に示すとおり、最

小値２０％～最大値９６％の間で変更することができるた

め、出張所及び道路管理課の職員と、実際に現地で調光レ

ベルを確認し決定した。 

 

 

図５．ボリュームＳＷによる調光特性 

表２.視線誘導灯の改良案の比較 

レベル 階級 視認距離 昼 夜 昼 夜

悪 0 50m未満 100% 75%

1  50m以上  200m未満 75% 50%

2 200m以上 500m未満　 50% 25%

3 500m以上 1km未満 25% 消灯 消灯 消灯

良 4 1km以上 消灯 消灯 消灯 消灯

コスト（改造費）

ボリュームSW
による調光可変方式

視程計連動
5段階調光方式

採用 × ◎

約12百万 約6百万円

視程階級

改良案１ 改良案２

任意※
（20～
96%）

任意※
（20～
96%）



  図の６は、昼の条件で調光レベルを変更し比較したも

ので、写真ではそれほど違いが分からないが、運用する

昼間の周囲の明るさ等を考慮し、調光レベルを６１．

７％に決定した。 

 

 

図６．昼 調光９６．８％と６１．７％の比較写真 

 

 図の７は、夜の条件で調光レベルを変更し比較したも

ので、写真で見ても調光レベル約６割に比べ、４割の方

が眩しさ（グレア）を感じないと言える。現状６５％の

調光で運用して苦情があることや吹雪等の視程が悪い時

に運用することなどを考慮し、調光レベルを４０．２％

に決定した。 

 

 

図７．夜 調光６１．７％と４０．２％の比較写真 

 

視線誘導灯運用時のＣＣＴＶカメラ映像の静止画によ

り確認すると、昼・夜とも眩しさ（グレア）は発生して

いない。 

 

 

図８．昼間の視線誘導灯運用状況 

（令和３年１月７日１４時２０分） 

 

図９．夜間の視線誘導灯運用状況 

（令和３年１月７日２１時００分） 

 

４．まとめ 

 調光レベルの改良後の令和２年度の冬期は、湯沢河川

国道事務所管内で記録的な大雪になり、湯沢横手道路の

視線誘導灯の点灯回数は多いシーズンであったと言える。 

そのような記録的な大雪のなか、湯沢横手道路で交通

事故件数は２件（表３）あったが、視程障害による大き

な交通事故やスタックの発生等は無かった。また、一般

の方からの苦情も無かった。 

 

表３．湯沢横手道路のＲ２年度冬期事故発生状況 

事故時
の天候

事故時の
路面状態

事故の原因 事故内容

令和2年11月25日 14:15 晴れ 路面雪なし 速度超過 中央のワイヤーロープ接触損傷
令和2年12月17日 18:28 雪 路面圧雪 前方不注意 中央のワイヤーロープ接触損傷

事故発生日時

 

 

 このことから、改良によってドライバーから見て、視

線誘導灯が眩しくないレベルに、ある程度することが出

来たと言える。 

視線誘導灯の見え方は、吹雪時、路面が濡れている時

などの気象や路面条件だけでなく、個人の主観によって

大きく意見が異なるため、今後も道路パトロールや一般

の方のご意見を踏まえ、最適な調光レベルを検証してい

く予定である。 

 また、今後の課題として、視線誘導灯点灯部への着雪

により、光が遮られるなどの問題が確認されており、着

雪についても今後対策を実施して行く予定である。 

 

 最後に、湯沢横手道路の視線誘導灯の改良に際し、ご

協力頂いた全ての方に感謝申し上げる。 

 


